
国際理解教育プログラム〔対象学年：中学校 3年生〕 

 

 

八王子市における多文化共生 

 

 

１． 単元目標 

● 八王子市の多文化共生の取り組みに関して関心を持ち、その取り組みに参加しようとする。 

 （関心・意欲） 

● 留学生へのインタビューを通して、地域に暮らす外国人が生活上どのような支援を必要として

いるかを多面的・多角的に考察し、分類できる。            （思考・表現） 

● グループでの調べ学習、話し合い、討論、発表を通し （技能） 

● 八王子市には多くの外国人市民が暮らしていることを知る。     （知識・理解） 

● 八王子市が進める多文化共生の取り組みや実際の行政サービスについて理解する。  

 （知識・理解） 

 

２．学習指導要領との関連 

・ 中学校社会科（公民的分野） 内容（3）イ（民主政治と政治参加） 

 

３．キーワード 

 多文化共生、外国人市民、留学生、八王子国際協会、八王子市多文化共生推進プラン 

 

４． 資料活用のポイント  

八王子市の多文化共生推進の取り組みや、八王子国際協会の中間支援組織としての取り組みを理解

する【資料 1－1、1－2】 

 

◇活用したいデータソース◇ 

 

・「八王子市多文化共生推進プラン」（資料 1－1〈3-4頁〉、1－2〈17-35頁〉） 

・『新編 新しい社会 公民』東京書籍、平成 20年 22-25頁（多文化マップ作成） 

・『新しい社会 公民』東京書籍、平成 26年 98-99頁（住民参加の拡大） 

・『社会科 中学生の公民』帝国書院、平成 24年 3章、60-71頁（地方自治） 

・八王子市多文化共生推進プラン http://www.city.hachioji.tokyo.jp/33852/kokusai/038917.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



授業の進め方 

 

【０時】「地域の多文化化についての意識を高めよう」 

〇 時間が取れるようなら事前学習として身近な地域の多文化マップを作成する。 

〇 1時に招待する留学生に八王子の生活で困っていることを予め考えておくよう依頼する。 

 

【1時】「八王子の生活で留学生がどんなことに困っているか、インタビューしてみよう」 

① 八王子在住・在学の留学生に話を聞いて、現状でどんなことで困っているか知る。 

（例：アパートを貸してもらえない、アルバイト先を見つけにくい、ゴミの出し方がわからない等） 

② 留学生が八王子市に住み続けるとして、どのような支援が必要か、改善してほしいことは何かに

ついて意見を聞き、出てきた課題を、教育、医療・福祉、住居、就労、防災、その他の領域に分類

する。 

③ 各班の調べ学習の担当領域（教育、医療・福祉、防災）を決める。 

 

【2時】「八王子市は外国人の生活のためにどのような支援をしているだろうか」 

① 「八王子市多文化共生推進プラン」で自分たちにも直接関係のある項目（教育、医療・福祉、防

災）について、八王子市がどのような取り組みやサービスをしているのか調べて班ごとに発表する。 

（例：ゴミ収集カレンダーの多言語化、医療通訳の派遣、多言語版の災害ヘルプカード・防災マップ等） 

② 八王子国際協会の存在と取り組みについて説明を聞き、地域の多文化共生を進めるに当たり、行

政だけではなく、市民や国際関連のボランティア団体と行政を結ぶ中間の組織が様々な活動をして

いることを知る。 

（例：外国人サポートデスク、無料専門家相談会、留学生と市民との交流プログラム等） 

 

【3時】「気づいたことを話し合って、八王子市や八王子国際協会に提案してみよう」 

① 調べ学習の結果を班別に話し合い、改善できる点について八王子市や八王子国際協会への提案と

してまとめる。 

（例：八王子市への提案－外国人市民会議の設置、選挙権のない外国人の税金を下げる等） 

（例：八王子国際協会への提案－外国語で相談できる窓口の設置等） 

② 多文化共生に関して自分たちのできることは何か、独自のアイデアを話し合う。 

（例：外国人観光客用の多言語ポスターを作る、日本語教室で会話の手伝いをする等） 

③ 各班の結果を発表し、意見交換して、学んだことを振り返る。 

④ まとめた意見を八王子市や八王子国際協会に提案する。 

よい提案については新聞投稿を勧める。独自のアイデアについて可能なものは実行する。 

⑤ 来校した留学生にメールなどで訪問のお礼を述べるとともに、提案についてフィードバックする。 

 

＜ポイント＞ 

・ 身近なところに存在する多文化に目を向ける。 

・ 八王子に住む留学生の暮らしに関心を持ち、留学生に話を聞くことで文化や習慣の違いがあるこ

とを知り、その違いが彼らの八王子での暮らしにどのような影響を与えているかを知る。 

・ 留学生の体験談から出てきた課題について、八王子や民間団体がどのように対応しているかを調

べる。 

・ その対応だけで十分なのかどうか、改善できることはないのかを考えて話し合う。結果を提案と

して八王子市や民間団体に伝えるか、新聞などに投稿する。 

・ 外国人留学生に話を聞き、困っていることや改善策を共有することでコミュニケーションを図り、

異文化理解を深める。 


